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要　　　約

本稿は，英語使用論とその前提としての「グローバル化」を問い直すことを通して，総合的学習と小学校

英語の有機的な関連に関する議論の基礎を築くことを目的としている。

昨今の教育課程改革において，教育課程における位置づけをめぐり，総合的学習と外国語教育の間の論争

が続いている。外国語活動における「親しみやすさ重視」の克服，総合的学習の英会話教育化問題の克服と

いう二つの課題の基底には英語使用論の過度な強調があると考えられる。このような英語使用論は「グロー

バル化」言説と接続しており，英語使用論とその前提としての「グローバル化」を問い直すことで，前述の2

点の課題の解決の方向性を探る必要性かおる。

本稿の結論は次の2 点である。第一に グローバル化する社会を生き抜く子どもたちが育むべき力とし

て，人と人との間に存在するおりとあらゆる相違，差異の諸側面を探究していくことこそが学びの基盤にな

ることである。第二に，総合的学習と外国語教育を有機的に関連させることで，グローバル化する社会の中

で，差異の諸側面を子どもたらが探究していくことのできる教材，カリキュラムを教師は設計することがで

き，異文化理解，コミュニケーション活動など教科。領域を超えた総合的。横断的で探究的な学びの中で，

子どもたらが自己の生き方を考え自己を再構築していくことのできる学びを提供することができる。

グローバル化　英語教育　総合的な学習の時間

I　はじめに

1　関心の所在と問題提起

（1）総合的学習と外国語教育の関連の困難さ

わが国では，今年3 月に公示された新学習指導要領

のもと，学校教育において様々な改革が成されてい
る。その一つに 小学校における外国語教育の改革か
おることは周知の通りである。平成25 年に公表され
た，「グローバル化に対応した英語教育改革実施計
画」では，「初等中等教育段階からグローバル化に
対応した教育環境づくりを進めるため，小学校におけ
る英語教育の拡充強化，中・高等学校における英語教
育の高度化など，小・中・高等学校を通じた英語教育
全体の抜本的充実を図る」ことが発表され，平成32
年より小学校高学年での外国語科，中学年での外国語
活動が実施されることが決定した。「学習指導要領の

改訂に伴う移行措置の概要 」2によれば，移行期間

内，外国語科では，新たに年間15 単位時間を加え，

50 単位時間を確保すること，外国語活動でも年間15

単位時間を確保し実施することができる。さらに 増

加した時間を増やすため，総合的な学習の時間を年

15 コマまで振り替えてもよいとする旨が示されてお

り，総合的な学習の時間（以下，総合的学習とする）

を先進的に実践している学校や教員にとって無視する

ことのできない問題が生じている。

総合的学習と外国語教育をめぐる論争は今にはしま

った問題ではない。外国語活動が現行学習指導要領で

導入される以前，総合的学習において，国際理解教育

の一環としての外国語会話（英会話）とい う形で実施さ

れていた。英語活動を国際理解教育と同一視し，コミ

ュニケーション能力の素地を養うため英語の知識習得
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に偏重していた 国際理解教育の一環としての英語活

動”は，総合的学習の中で指導することは，理念的に

そぐわないとし，切り離されたものとして，新たに外

国語活動が誕生した。その際にも総合的学習の時間が

削減され，外国語活動が新設されたことから，今次改

訂における移行措置は，総合的学習を推進する者にと

って早急に解決すべき喫緊の課題である。

これまで総合的学習と外国語教育には様々な争点が

挙げられてきたが、両者の共存は不可能なのだろう

か。さらには共存を超えて両者の教科・領域を生かし

ながら有機的に関連することはできないだろうか。そ

れが可能であるならば，そのためには今後，教育課程

において総合的学習と外国語教育はそれぞれどのよう

に深化し，発展させていくべきだろうか。

そこで，これまで両者の間に生じていた摩擦の根底

にある2 点の克服すべき課題に焦点を当て，今後，両

者が有機的に関連していくための基盤となる視点を検

討していく。

（2）外国語教育における「英語使用論による親しみや

すさ重視」の克服

現在，小学校で行われている英語に親しみを持つた

めの英語教育は，「楽しかった」や「英語の歌が歌え

るようになった」など，そういった意味での効果は出

ているが、「それはほかのものを差し置いて優先すべ

きことなのか」という議論が必要であることを嶋内3

は述べており，小学校の英語教育において親しみを持

つことに終始している実態を疑問視している。また，
久埜4は「教室で英語の練習のために友達と話し合う

ときも，尋ねたくなる必然性があってこそ声をかけ，

本気で言葉を交わす」とし，英語を使用する際の必然

性や真実味，文脈の重要性を述べている。

現在，小学校で行なわれている外国語活動は，主に

英語を使ったゲームや歌，チャンツなどを実施し英語

を使うことに「親しみ」を持つことが重視される傾向

にあると言えよう。ここで，英語使用論という筆者の

主張は，英語を学習する上で，英語が積極的に使用さ

れるべきであるという主張であり，もちろん，その考

え自体を問題視するのではない。留意すべきは，英語

使用論の過度の強調であると言えよう。英語使用論が

過度に強調された結果，嶋内や久埜が指摘するよう

に 英語の使用に楽しさや親しみを持つことが強調さ

れてしまい，必然性や真実味の薄い，文脈を持だない

英語使用に終始してしまう帰結に至っているのが現状

の外国語教育と言えるのではないだろうか。

しかし，本来小学校から外国語教育を始める利点々

背景は英語の使用，それだけではないはずである。今

一度，小学校の英語教育が持つ独自性を改めて見直す

必要があるのではないだろうか。

また，中学年に外国語活動を導入した趣旨を見てみ

ると，外国語活動では， 「聞くこと」や「話すこと」

を中心とした活動を通じて外国語に慣れ親しみ外国語

学習への動機付けを高めた上で，総合的 。系統的に扱

う教科学習を行うとともに 中学校への接続を図るこ

と5を重視していることから，小学校の外国語教育に

は，英語教育全体のスタートカリキュラムとしての性

格を持っていると言えるのではないだろうか。

そうであるならば，より一層，英語教育の基盤をつ

くる小学校外国語教育ならではの，独自性を追究して

いく必要かおるだろう。

(3)総合的学習の英会話教育化問題の克服

平成23 年学習指導要領改訂で外国語活動が導入さ

れる以前，総合的学習における国際理解教育に関する

学習の一環として英語活動( 英会話) が行われてい

た。ここには英語活動と国際理解教育を同一視し，本

来の国際理解教育を何ら追究してこなかったことが課

題とされている6。そして総合的学習の趣旨に忠実に

する限り，言葉の学習に専念することは難しいはずで

あることから，外国語活動の時間が総合的学習の時間

から独立して設けられた7。

この，総合的学習とは異なる理念をもつ英語活動

(英会話) が総合的学習の時間で実施が可能とされて

いた総合的学習の英会話教育化問題という過去の失敗

の背景には，上で述べた小学校における英語教育の独

自性がはっきりとしないまま，国際理解教育に関する

学習の一環＝英語使用論を安易に結びつけてしまった

ことがうかがえる。

子どもたちにとって身近な疑問や興味から出発し，

諸外国の文化や，自国との違いなどに子どもが気づ

き，興味を持ったことや疑問を解き明かそうとする思

いや願いのもと，実際の活動の中で探究していく中で

自分のこれからの生き方を模索していく姿こそ総合的

学習で育むべき力なのであれば，国際理解教育に関す

る学習の一環であったとしても，コミュニケーション

活動を重視する実践を総合的学習で行うことは見当違

いであったと言えよう。

(4)総合的学習と外国語教育の理念間の整合性をとる

これまで，総合的学習と外国語教育両者の教科・領

域を生かし，有機的な関連を図るため，現状の課題や

過去の失敗から二つの克服すべき課題を示した。この

二つの課題は外国語教育における英語使用論を捉え直

す鍵となる。さらに 英語使用論を捉え直すことを通

して，総合的学習と外国語教育の関連を図る議論の基

盤を築くことができるのではないだろうか。

2　 英語使用論を捉え直す

(1)資質 一能力論から外国語教育を捉え直す

『｢ グローバル社会(社会の柮 敷)では，学び続け

る力(一般的な心理特歐)が求められる｣ といった一般

的な心理特性(抽象的な資質。能力のカテゴリー)の

みに着目していても，そこからカリキュラム(どのよ

うな内容・テーマや学習経験をどう順序立てて組織す

ればよいのか)は明らかにならない。』という石井の

指摘8は注目こ値する。キー・コンピテンシーなどの

資質・能力のカテゴリーは，目指す経済人や市民の具

体的な姿から，大まかな骨格だけを抽象したレントゲ

ン写真のようなものであり，そこでは，社会像や人間

像に関わる立場の違いが捨象され，最大公約数的な特

徴が中性的で心理的な言葉で整理されている9と石井

は述べている。

つまり，資質。能力論には，資質・能力を発揮する

場としての社会像と，そこで資質・能力を発揮する人

間像が前提とされているのである。よって，総合的学

習と外国語教育の関連を探る上で，現代社会や未来社
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会という社会の指数と，各教科。領域が育まんとする

資質・能力の間をつなぐ社会像。人間像を検討してい

くことが、両者の関連を論じる問い方の参考となるの

ではないだろうか。

（2）社会像としてのグローバル化

新しい学習指導要領を始め，今日の教育課程におい

てグローバル化というキーワードは至るところで見ら

れる。平成28年12月に中央教育審議会が出した「幼稚

園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答

申）」10には，「グローバル化け我々の社会に多様歐

をもたらし，また，急速な情報化や技術革新は人間生

活を質的にも変化させっつある。こうした社会的変化

の影響が、身近な生活も含め社会のあらゆる領域に及

んでいる中で，子供だもの成長を支える教育の在り方

も，新たな事態に直面していることは明らかである。」

とある。グローバル化け今日の様々な場面で見られる

キーワードとなっており，日本の教育課程全体を貫く

スローガンにもなっていると言えよう。

また，上記のような現代を生きる子どもだもの成長

を支える新たな教育の在り方の一つとして，平成32年

より小学校高学年での外国語科，中学年での外国語活

動が実施されることが決定したことは前節で述べた通

りである。平成29年学習指導要領解説外国語編町こお

いても，外国語科導入の趣旨として「グローバル化か

急速に進展する中で,外国語によるコミュニケーショ

ン能力は,これまでのように一部の業種や職種だけで

なく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが

想定され」ており，外国語教育導入の背景においても

グローバル化け絶対的なものとして存在しており，外

国語によるコミュニケーション能力，つまり英語使用

は社会像として「グローバル化」を前提としているこ

とがわかる。

田村12は，グローバル化，情報化などと表現される

未来社会に生きる子どもたちに必要な汎用的能力を確

かなものとして育成するためには，総合的学習と各教

科の関連に大きな成果が挙げられると述べており，グ

ローバル化け総合的学習においても言及されているこ

とがわかる。

したがって，次章では，総合的学習と外国語教育の

背後にある社会像としての「グローバル化」の具体に

検討を加え，英語使用論を捉え直すことで，総合的学

習と外国語教育の関連を図る議論の基盤を築いていく。11

日本の教育におけるグローバル化言説

グローバル化自体は，多様な現象が複雑に絡み合っ

たとらえどころのない現象13である。グローバル化け

社会に一体どんな影響をもたらしているのだろうか。

米田･八幡14は，グローバル化を「現在，政治 。経

済 。文化といったあらゆる面において，これまでの国

家や地域の垣根を越え，地球規模で様々な変化を引き

起こす現象」とし，佐藤15も「経済，政治，文化等，

社会のあらゆる側面でグローバル化か急速に進むな

か，」と述べており，グローバル化とい う現象に対し

両者とも政治・経済・文化というキーワードを用いて

いる。様々な事象がボーダーレスに飛び交うグローバ

ル化する社会では，政治・経済・文化などに影響をも

たらすらしい。それでは，教育には一体どのような影

響かおるのだろうか。

マクドナルド16は，「日本の教員はグローバリゼー

ションを文化的な現象というよりも経済的な現象とし

て解釈している」とし，日本の教育においてグローバ

ル化け，経済面に傾いていると述べているが、果たし

てどうなのであろうか。グローバル化の具体を検討す

るにあたって，日本の教育政策が、グローバル化とい

う言説をどう捉え，使用しているかを探ってみたい。

これまでの学習指導要領を考査したところ，グロー

バル化という言葉が使われ始めたのは管見の限り，平

成20年改訂の学習指導要領からである。そこで，現行

の学習指導要領解説，今年3月に公示された次期学習

指導要領解説の中から研究対象を総則編，外国語科・

外国語活動編，総合的学習編の3 つに絞り，その文脈

を探っていく。なお，社会科においてもグローバル化

という言葉が用いられているが、本稿では総合的学習

と外国語教育の解決の糸口を求めるため，分析教科の

対象から除外する。

1　 総則編におけるグローバル化の捉え

平成20年小学校学習指導要領解説総則編17では。

「21世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・

文化をけじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤とし

て飛躍的に重要性を増す，…略…このような知識基盤

社会化やグローバル化け，アイディアなど知識そのも

のや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で，異な

る文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させ

ている。このような状況において，確かな学力，豊か

な心，健やかな体の調和を重視する「生きる力」をは

ぐくむことがますます重要になっている。」とあり，

グローバル化を，アイディアなど知識そのものや人材

をめぐる国際競争という経済的な側面と，異なる文化

や文明との共存や国際協力とい う文化的な側面の，2

つの側面からグローバル化を捉えている。

平成29年次期学習指導要領解説総則編18では，「情

報化やグローバル化といった社会的変化が、人間の予

測を超えて加速度的に進展するようになってきている

ことを踏まえ，複雑で予測困難な時代の中でも，児童

一人一人礼 社会の変化に受け身で対応するのではな

く，主体的に向き合って関わり合い,自らの可能性を



鋤柄 圭祐　・ 　加納 誠司

― 4 ―

発揮し多様な他者と協働しながら，よりよい社会と幸

福な人生を切り拓き,未来の創り手となることができ

るよう,教育を通してそのために必要な力を育んでい

くこと」が求められおり，現行学習指導要領総則と並

べてみると具体的な明記がなく，グローバル化という

言葉が固有の意味を持だなくなっている。「教育を通

してそのために必要な力を育んでいく」としても，具

体的にどのような力なのかが述べられていないため，

グローバル化か教育に何をもたらし，子どもたちにど

のような力が求められるのか不明瞭になった。

2　 外国語・外国語活動におけるグローバル化の捉え

平成20年学習指導要領解説外国語活動編19の中で，

小学校外国語活動新設の趣旨として「社会や経済のグ

ローバル化か急速に進展し，異なる文化の共存や持続

可能な発展に向けて国際協力が求められるとともに

人材育成面での国際競争も加速していることから，学

校教育において外国語教育を充実することが重要な課

題の一つとなっている。」と記されており，総則編に

おけるグローバル化の捉えと同じく，異なる文化の共

存といった文化的な側面と，国際競争という経済的な

側面から外国語活動の意義を示している。

平成29年学習指導要領解説外国語編20では，外国語

科導入の趣旨として「グローバル化か急速に進展する

中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これ

までのように一部の業種や職種だけでなく，生涯にわ

たる様々な場面で必要とされることが想定され，その

能力の向上が課題となっている。」と記されている。

また，外国語活動編21では「情報化，グローバル化か

加速化し，変化の激しい予測困難な未来社会の中で生

きていく子供たちは，現在以上に自国以外の人々との

関わりが求められようになる。このような社会におい

ては，言語を用いて他者とコミュニケーションを図っ

ていくことが大切である。」とあり，グローバル化と

いう変化の激しい予測困難な未来社会の中で生きて行

くこれからの子どもたらは，外国語によるコミュニケ

ーションを図っていくことが大切であると読み取るこ

とができる。

現行の解説書に比べ，次期学習指導要領の解説書で

は，グローバル化する社会では，外国語によるコミュ

ニケーションを図っていくことが大切であることが主

な趣旨となっており，どのような背景でコミュニケー

ション能力が求められているのかまで言及されておら

ず，グローバル化する未来社会ではコミュニケーショ

ンを図っていくことが何よりも大切であると読み取る

こともできる。

3　 総合的学習におけるグローバル化の捉え

学習指導要領解説総合的学習編22･ 23においては，平

成20年，平成29年ともに「グローバル化か一層進む中

で横断的 。総合的な課題として国際理解に関する課題

を扱い，探究的な学習を通して取り組んでいくことは，

意義のあることである。その際には，広く様々な国々

地域を視野に入れ，外国の生活や文化を体験し慣れ親

しむことや，衣食住といった「」常生活の視点から，日

本との文化の違いやその背景について調査したり追究

したりすることが重要である。」と同じ文章である。

総合的学習を通して，グローバル化する社会の中で子

どもたちに身につけてほしい力は一貫していると捉え

ることができよう。それは「」常生活の視点から子ども

たちが様々な国々地域に視野を広げる中で課題を見つ

け，体験的な活動を通して探究的な学びを深めていく

ことで，グローバル化する社会の中でよりよく生きて

いくための自己の生き方を探究していく力であろう。

4　 学習指導要領から見えたグローバル化

本章では，現行 。次期学習指導要領解説書における

グローバル化の捉えを整理 。分析することで，グロー

バル化か総則や各教科 。領域の中でどう捉えられてい

るのかを探ってきた。

結果として，学習指導要領がもつグローバル化の捉

えは多様であり，明確な物差しが見えたわけではない。

文化的な側面や経済的な側面を描写していた現行のも

のに対し，次期学習指導要領では，予測困難な社会に

おいて子どもたちに必要とされる力がとても抽象的に

述べられていた。

しかし，今日の教育課程において，教育と経済の関

連を強めようとする動きを危険視する研究者は少なく

ない。グローバル化する社会の中での教育において，

経済的なグローバル化か前面に出てきてしまうと，経

済的グローバル化社会の中で活躍できる人材を育てる

動き，つまりはお金を稼ぐため，そのための学びを提

供する学校教育に偏重してしまう恐れは拭い去れない。

教育と経済の関連を強めようとする動きは，高等教

育から，小学校のカリキュラムや幼児教育の充実の問

題まで，浸透しつつある。その背景には，グラブとラ

ザーソン24が「教育の福音」(the Educat ion Gospe↓）

と名付けたイデオロギーかおる。 「教育の福音」とは，

学校教育が経済的 。社会的 。個人的な救済をもたらし

てくれる，という信念の広がりをさしている。「教育

の福音」に その具体的な実践においては，教育と結

びつきが強調され，グラブらは，それを職業教育主義

という語で示している。

職業教育主義は，学校教育を職業への準備の場とし

て捉えるものであり，教育の諸目的が職業への準備と

収束していくものである。 25

また，グラブとラザーソン26は，過度に職業主義化

され，短期的な経済変動に敏感に反応するあまり，教

育が偏狭な訓練と化してしまう「バイパー職業教育主

義」の世界では，雇用主からの要求に教育者の側は柢
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抗することが難しくなり，雇用主の要求に傾斜した教

育を行うようになる。さらに学習者にとって学習は稼

ぐための学習となることを指摘している27。

広田は，職業教育主義の問題点として，普通教育は，

職業上の基礎的な準備の側面ももっている凪 同時に

社会を構成する市民の形成や，国民や人類の文化や教

養を広く人々が共有する手段でもあるとし，本当に食

うため（だけ）に学校に通うことになると危険視して

いる。また，職業教育主義に沿った学校教育が発展す

ればするほど，個々人は競争の主体として個人化され，

他者への関心や広い世界とのつながりを失っていく28

と述べている。

グローバル化する社会では，政治や経済，文化等に

影響をもたらし，学校教育は，そういった社会の中で

子どもたらが生き抜いていく力を育ませなければなら

ない。しかし，その教育が経済的グローバル化におい

て活躍できる人材の育成，つまり職業教育主義といっ

た職業準備のための学校教育に偏重してしまうのは，

これまでに述べたような危険性かおる。

小学校の外国語教育では，次期学習指導要領におい

てその目的は，コミュニケーション能力の育成が強ま

っていた。何のためのコミュニケーション能力なのか，

コミュニケーション能力を求める社会像とは一体何で

あろうか，コミュニケーション能力を発揮する人間像

とはどのような姿なのだろうか。それは職業教育主義

に偏重したものではないか，検討していく必要かおる。

Ⅲ 英語使用論と経済的グローバル化論の奇妙な接続

寺沢29は，グローバル化＝英語使用の増加という主

張を疑問視している。多くの産業は国内的な需要を基

盤にし続け，英言吾ｲ匕の流れにそう簡単になびくことは

ないことを指摘しており，英語使用はグローバルな社

会変動に影響され，その社会変動の種類次第では英語

使用の減少すら導くことを主張している。

さらに「近年のグローバル化の進展とともに、と

りわけビジネス業界などで，これからの時代には英語

が不可欠なスキルであるとセンセーショナルに喧伝さ

れること30」に対し，データを用いて，英語使用の必

要性は日本社会にどの程度浸透しているのかというヒ

ントを我々に与えている。

寺沢による検証の結果，「現在の英語使用状況31」

と「過去1 年間の使用経験32」の，いずれの調査でも，

高いパーセンテージを示しているのは，仕事に関係す

るものではなく，趣味や娯楽のカテゴリに属する英語

使用であることがわかった。

この検証の結果は，そもそもの英語を使用する人々

の少なさ，そして使用する人々の中でも趣味や娯楽と

いった分野での使用の割合が大きいことを我々に示し

ており，これからの社会で生きて行く，働くためには

英語が必要不可欠という言説を今一度見直す根拠を与

えているのではないであろうか。

また，英語使用者の比較を示したグラフ33からは英

語使用の減少も明らかになっている。インターネット

による英語の使用が微増していることを除けば，全て

において減少しており，仕事では最も減少の幅が大き

いことが明らかになっている。特に 英語使用者の減

少は「英語はこれから必要なスキルとなる」と謳われ

る現代の社会とは相反する結果であり我々の認識を覆

寸ものとなっている。今日では，アメリカ合衆国での

新しい大統領の誕生や，イギリスのEU脱退など脱グロ

ーバル化の潮流さえある。短期的に見れば，来る2020

年にオリンピックがわが国で開催される。その際，英

語の使用率や使用者数は限定的ではあるが増加の見込

みかおるだろう。しかし，長期的に見れば今後，英語

使用が増加する確たる根拠はない。するかもしれない

し，しないかもしれない。前述での脱グローバル化の

傾向を考慮すればむしろ後者“かも”しれない。

さて，学習指導要領においても，子どもたらが育ん

でいくべきことは，経済的グローバル化していく世界

で生き抜く力のみを強調しているわけではないことは，

前章を見ていても明らかである。

これまで，経済的グローバル化における英語使用の

増加，つまり，これからの社会では英語の使用が必要

不可欠になるから特に英語によるコミュニケーション

能力の育成を目指そうという，英語使用論と経済的グ

ローバル化論の奇妙な接続を，寺沢の実証データ等を

用いて再考してきた。さらにデータから，日本人の

英語の使用は映画や音楽，読書といった趣味活動や娯

楽，旅行等の割合が最も高いことも明らかになった。

つまり英語使用の社会的要請は，経済的なニーズのみ

でなく文化的なニーズ七大きいと言えるであろう。

ここで，英語使用論と経済的グローバル化論から一

旦離れ，英語使用論と文化的グローバル化論を近づけ

ていくことを試みたい。

この試みは，英語運用＝コミュニケーション能力の

重視を否定するものではなく，小学校における外国語

活動が文脈と乖離した英語運用のみとい う前提を相対

化するための試みである。

Ⅳ 文化理解としての関連 一両者の理念の調和一

本章では，これまでの議論から英語使用と文化的な

側面を近づける試みを示したい。

そもそも，英語使用と文化的グローバル化の接近を

試みるに当たって，文化的なグローバル化をする社会

の中で子どもたらが育むべき力とは一体何かのかを考

察しなければならないだろう。

バーベルスとドレスによれば，グローバル化時代

の教育では，「家庭や地域，国家を超えた共同体へと
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繋がりが広がる。･‥略…柔軟比々適心性，あらゆる公

共の場で他者と共生する方法を学ぶこと，多様な関係

社会のなかでもアイデンティティを形成し裏付けるこ

と」　としている。

また，マクドナルド36はグローバル化する社会にお

いての｢｣本の立場に対し，｢グローバル化かもたらす

『経済的』利益が潜在的欠如を上回り，…略…日本は

世界を舞台に大いに貢献し活躍してきた。･‥略…しか

しながら，国境間で勢いを増す文化的グローバル化に

対し日本は懸念し，おそらく危機感を抱いているので

はないだろうか。･‥略…グローバル化の流れは求職す

る外国人をかつてないほど日本国内に送り込んできた。

この外国人の存在は，｢｣本の文化的排他性と伝統的な

価値観と場所の概念に対し，挑戦的であるようである。

教育の場においては，これまでの日本では十分通用し

てきた指導方法・学習方法も，多様化が進む生徒構成

のかがでは不適切な対応しかできず，外国籍の生徒

との間に摩擦が生じている。｣ と指摘している。

マクドナルドは，上記のような実態にある児童・生

徒が、グローバル化する複雑な社会を生き抜くことや，

世界のリーダーとして活躍できるよう学ぶなか，人と

人との間に存在するおりとあらゆる相違，すなわち

｢Dimensions of Difference:差異の諸側面｣ を探究

していくことが重要であると述べている。

グローバル化によって，人々モノ，様々な事象がボ

ーダーレスになる社会では，自分，ないしは国家や地

域とい う枠に留まることかく，多様な形態の｢ 差異｣

を受け止め，共生していくことが重要なのである。他

国との交流，それが何であるうとその根底にあるもの

は他者を理解し受け入れる思いなのではないだろうか。

それこそが自らと相手の中に生じる差異の諸側面の認

識や理解であり，その多様な差異の諸側面を自ら探究

していく中で，他者と交流する上での柔軟比々適応性

を身につけ，あらゆる公共の場で他者と共生する方法

を学んでいくのである。また，そのようにグローバル

化する多様な関係社会のなかでも，他者や社会に流さ

れ，自らを見失うことなく，改めて自己を見つめなお

していく中で，グローバル化する予測不可能な社会の

中で生き抜く一人の人間としてのアイデンティティを

形成し，裏付け，その世界の中で自己を再構築させて

いくことが必要なのである。

以上から，グローバル化する社会を生き抜く子ども

たらは，学校教育において，具体的，文脈的な諸活動

を通して，この｢ 差異の諸側面｣ を探究し，多様な文

化，つまり人種の多様比を認識し，理解し，グローバ

ル社会における自国の役割について深い理解と眼識を

持つ自已に成り代わる，つまり自己を再構築していく

ことが期待される37のである。

図1　「差異の諸側面」の探究と目指す子どもの姿

V　 総合的学習と外国語教育の関連一差異の諸側面

を基盤としてｰ

これまでの考察から，グローバル化する社会を生き

抜く子どもたちが育むべき力として，人と人との間に

存在するおりとあらゆる相違，すなわち差異の諸側面

を探究していくことこそが学びの基盤になることを示

した。総合的学習においても，外国語教育においても

その教科 。領域の意義としてグローバル化に根拠を求

めているという共通点から，両者において，この学び

の基盤は欠かせないものであろう。

今日、そしてこれからの外国語教育における，「英

語使用論による親しみやすさを重視した外国語教育」

を今一度見直し，グローバル化する社会が真の意味で

要求する「差異の諸側面」を外国語教育においても，

子どもたらが探究していく必要性かおる。コミュニケ

ーション能力の育成とは言えども，その根底にある他

者を理解し，受け入れる姿勢や思いがなければ上辺だ

けのコミュニケーション能力になってしまう。それが

もし許されるのであればそれはやはり，職業主義に偏

った心の通わないただの言語ツールになってしまう。

グローバル化する社会の中で自己と他者に生じる差異

の諸側面を認識し，理解し探究していく中で自然と交

流が生まれること，その中で生き抜くことこそが今「」

の教育が求めるグローバル化する社会でいく抜く子ど

もだもの姿なのではないだろうか。

そのような子どもたちを育てる教材，カリキュラム

をいかにして教師は設計 。構築することができるので

あろうか。そこでの学びは，やはり一つの教科 。領域

に留まることのない総合的 。横断的，学際的な学びで

あるはずであり，その学びは，通り一遍の活動ではな
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く， 実 際 の文 脈 の 中で生 まれ た ，具 体 的な 活 動 を通 し

て育 ま れ るは ず であ る。

子 ど ちか ち か差 異 の諸 側 面 を探 究 し ， 自 らの 地域 や

国 につい て 学 ん だ り，他 者 の 文化 につい て 追 究 した り

してい く 中で ，受 信 ・発 信 といっ た 他者 と の交 流 に子

どもたちが目を向ける中で，様々な表現方法に着目し

そ の一 つ と して外 国語 か おる こ と に気 づく こ とがで き

たな ら ，外 国 語 を学 ぶ意 義 は あ り， ま たそ こで 学ぶ 外

国語 も 探究 的 な 学び に な るは ず であ る。

そ し て以 上 の よ うな 学び を 通 して ， 自己 の生 き方 を

考 え 自己を 再 構 築 してい くこ とので き る学 び を ，総 合

的学 習 と外 国 語教 育 が 有機 的 に 関連 す る こ とで ， これ

か らを 生き る 子 ど もた ち に提 供す るこ とが で き る ので

はない か。
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